The Lepidopterological Society of Japan 


Wik Trans. lepid. Soc. Japan 57 (3): 217—228, June 2006 


セセリ チョ ウ 科 蝶 類 14 種 の 染色 体 


阿部 東 ?・ 樹 引 陸奥 男 ?・ 工 藤 EDO 


^036-8336 青森 県 弘前 市 栄町 4-12-2 
d 330-0052 埼玉 県 きい た ま 市 浦和 区 本 大 2-28-6 
3036-8115 青森 県 弘前 市 広野 1-15-4 


A study of male germ-line chromosomes in 14 species of the Hesperiidae (Lepidoptera) 
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Abstract Male germ-line chromosomes were examined in fourteen species of the Hesperiidae. 
Chromosome number was observed from n, 9 to n, 31 according to species. In Lepidoptera, modal 
number is n, 31, and the chromosome number seems to have evolved towards decrease mainly 
through fusion. Based on the chromosome number, this family is divided into six groups, viz. n, 
31, 30; n, 29, 28; n, 24; n, 16, 15; n, 10, 9; n, 50, among which the n, 10, 9 group is newly found in 
this study. This grouping is nearly coincident with the modern higher classification of this family. 
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EHE O54) am EE (Hesperiidea) & と アゲ ハチ ョ ウ 上 科 (Papilionoidea) に 含ま れる も の の 
総称 が 蝶 で ある . セセリ チョ ウ 科 は セセリ チョ ウ 上 科 に 属し ., ア ゲハ チョ ウ 上 科 に 属す る 各 科 と は 異な 
っ た 進化 の 道 を 通っ て きた と 考え られ て いる . セセリ チョ ウ 科 の 染色 体 に つい て は お よそ 40 種 に つ 
いて 報告 きれ て いる (Federley 1938; Lorković 1941; de Lesse 1953; Maeki 1953; Maeki & Remington 
1960; Saitoh er al. 1978; Saitoh 1979). これ ら の 報告 か ら セ セリ チョ ウ 科 の 染色 体 数 に つい て まとめ て 見 
る と , ヵ 31, 30: ヵ 28, 29: n,24n,15,16;,5000 5 グルー プ に 分 ける こと が 出来 る . 


n, 31 は 鱗 凌 目 に お ける 最 頻 染色 体 数 に 当り ., セセリ チョ ウ 科 で も チャ マダ ラ セ セ リ 亜 科 Pyrginae を 
中 心 に 11 種 で 報告 され て いる . ヵ 15 又は 16 の グル ー プ は セセリ チョ ウ 亜 科 オ オチ ャ バネ セセリ 属 群 
の チャ バネ セセリ Pelopidas mathias, オオ チャ バネ セセリ Polytoremis pellucida, イチ モン ジ セ セリ 
Parnara guttata 及び チャ マダ ラ セ セ リ 亜 科 の 4cg/g7zs toxeus の 4 種 は ヵ , 16, Gegenes nostorodamus (3: n, 
15 で ある が , ヵ 15 は 今 迄 報告 きれ て いる セセリ チョ ウ 科 で 一 番 少な い 染 色 体 数 で ある . ヵ 24 は Pyrgus 
alveus, Ochlodes ochraceus の 2 種 の み が 報 告 き され て いる . セセリ チョ ウ 科 で 一 番 染色 体 数 の 多い も の 
は Stallingsia maculosa の n, 50 で あり , 他 は ヵ 28,29 で ある . 


本 報告 の 14 種 の 中 に は , これ ら の 報告 と 重なる 部 分 も ある が , 再 確認 する と と も に 2n の 和 染色体 に 関 
する 新知 見 を 加え , 更に 楽 色 体 に つい て 未知 の 8 種 の 染色 体 に つい て 報告 する . 


セセリ チョ ウ 科 の 染色 体調 査 は 他 の 科 の 蝶 の 染色 体調 査 に 比べ 遅れ て いる . 成虫 の 精巣 で は 細胞 分 
裂 が ほとん ど 終 わっ て いる こと が 多い か ら で あ る と 思わ れる . 調 査 期間 も 長く な っ た の で 調査 方 法 も 
変化 し た . し た が っ て 正確 に 染色 体 数 を 示す た め と , 更に 従来 の 報告 と の 比較 の た め に 従来 か ら の 固定 
切片 法 を も 行う 必要 が あっ た . 
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材料 と 方 法 





染色 体 観 祭 が 出来 た 個体 だ け を 観察 個体 数 と し , 材料 の 採集 地 と と も に Table 1 に 示す . 個体 の 後に 示 
TELTIS A: 成虫 ,P: Hf, L: 終 令 老 熟 幼 虫 で あり , 解剖 し た と き の 発育 ステ ー ジ で ある . 採集 地 の 多く は 
青森 県 の 各地 で あり , 飼育 は 自宅 で の 室内 飼育 に よる . タケ アカ セセリ は , dE CES e, 現地 で 
羽化 し た 成虫 の 精巣 を 処理 し た . 又 ネッ タイ アカ セセリ は 現地 で 固定 し た も の を 使用 し た . 


それ ぞ れ の 生き た 材料 か ら 精 巣 を 取り 出し , 次 の いずれ か の 方 法 で 処理 し て 顕微 鏡 観 察し た . 


1) PFA・3 液 で 固定 , 通常 の パラ フィ ン 切 語法 で 10 um の 連続 切片 標本 を 作り ., ハ イデ ン ハ イン 鉄 ヘ マト 
キシ リン 柴 色 (以下 パラ フィ ン 法 と する ). 

2) 精巣 を 室温 で 水道 水 に 20 分 浸し 低 張 処理 後 . カル ノア 液 (メタ ノー ル 3: 酢酸 1) で 30 分 固定 , 後 スラ 
イド グラ ス に 載せ , 50-60% 酢酸 を 1,2 滴 を か け , ピン セッ ト で 摘 ま みな が ら 細 か く 砕 き , さら に カル 
ノア 液 を 2-3 滴 を 加え , 細胞 を スラ イド グラ ス 上 に 広げ , 空気 中 で 乾燥 きせ, 6% ギ ム ザ 液 で 20-30 
分 染色 (以下 クロ ー ジ ア 法 と する ). 


1) の パラ フィ ン 切 片 法 (Para-Sec) で は 減数 第 1 分裂 (M1 と 省略 ) 及び 第 2 分 裂 (M2 と 省略 ) に より 半数 
ヵ の 楽 色 体 数 を 確認 し た . 


2) の クロ ー ジ ア 法 (Crozier) で は 精 原 細胞 の 分 裂 (G と 省略 ) に よる 2 ヵ の 染色 体 及 び M1.M2 に よる n の 
染色 体 を 観察 し た が , この 方 法 で は M2 は 側面 観 に みる こと が 多く , 顕微 鏡 の 焦点 を 変え て で 染色体 数 
は 確認 で きる が 染色 体 が 重なる こと が 多い の で , 写真 で 示す こと は 難し い . オオ チャ バネ セセリ 1$ 
C* ED 7 Cd 5) は 脳神経 人 節 を 用 い , ク ロー ジア 法 で 2 ヵ の 染色 体 を 観 鶴 し た . 
























































観察 結果 





セセリ チョ ツウ 科 は 成虫 A) の 精巣 で は 精子 形成 が ほとん ど 終 わっ て いて 楽 色 体 観察 が 出来 な いこ と 
が 多い . Table 1 に 示し た 個体 数 は 染色 体 が 観察 で きた 個体 の 数 を 示し て いる が , 解 前 し た 個体 数 は そ 
の 10 倍 以上 で あり , また 1 個体 で 染色 体 が 観察 で きる の は 1-2 細 胞 で ある こと も 珍し く な い . 


観 宗 結 果 か ら 柴 色 体 数 及び 観察 細胞 数 を Table 1 に 示す . KP, G は 精 原 細胞 に よる 2n の 柴 色 体 数 
MI, M2 は それ ぞ れ の 減数 第 1 分 像 お よび 第 2 分 裂 に よる ヵ の 柴 色 体 を 示す . 備考 に は 過去 の 研究 と ヵ 
の 柴 色 体 数 を 示し た . 


今回 用 いた 材料 14 種 中 , ネッ タイ アカ セセリ を 除く 13 種 は 解剖 の 際 精 巣 の 色 を 確認 し た . 一 般 に 精 
巣 の 色 は セセリ チョ ウ 科 で は アズ キ 色 (reddish brown) で ある が ., 今 回 調査 の 13 種 中 . コ キマ ダラ セ セ 
リ , ヒ メキ マダ ラ セ セ リ , キマ ダラ セセリ , タケ アカ セセリ , アカ セセリ の 5$ 種 は ピン ク に 近い 希薄 な ア 
ズ キ 色 で あり , 他 の 8 種 が アズ キ 色 で ある の と 異な っ て いた . 今回 の 調査 結果 の うち , ヘリ グロ チャ バ 
ネ セ セリ , スジ グロ チャ バネ セセリ に お ける 染色 体 数 2 ヵ ,20; n, 10: 2n, 18: n, 9 は セセリ チョ ウ 科 に お い 
て 初め て の 柴 色 体 数 で あり , 最小 の 染色 体 数 で ある . 


1. チ ナチ ャ マダ ラ セ セ リ Pyrgus maculatus (Bremer et Grey) 


2n, 62 G (Fig. 1 中期, Fig. 4 前 中 期 ). 前 中 期 で は 大 型 の 柴 色 体 は 短 棒 状 で ある が 中 期 で は (Fig. 1) 点 状 
で ある . Fig. 4 の 染色 体 か ら 仮 の 核 型 (Fig. 5) を 作っ た . 黒 線 で 示す 二 つ の 魏 色 体 は 2 個 の 染色 体 が 重 な 
っ た も の で あり , 写真 で は 分 か り に くい . ヵ 31, MI (Fig. 2) M2 (Fig. 3) で ある . 仮 の 核 型 で 分 か る よう に 
染色 体 の 大 きる に 違い が ある が 連続 的 な 差 で セー カー と な る も の は 区 別 で き な い . 本 種 も 新知 見 で あ 
る . 






































2. ミ ヤマ セセリ Erynnis montanus (Bremer) 


G に お ける 2n の 柴 色 体 は 点 状 又 は 小 球状 で 和 染色体 数 は 2 ヵ , 62 で ある . 各 染 色 体 は 大 き さ に あま り 違 
い が な い (Fig. 6. M1 で は 相同 染色 体 が 対 合 し て 亜 鈴 状 に 見 え , ヵ 31 (Fig. 7) で ある . M2 は ヵ , 31 で ある 
が , 側面 観 が 多く , 柴 色 体 数 を 明確 に 示す こと が で きる 写真 は な か っ た . ヵ , 31 は Maeki (1953) と 一 致 し , 
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Table 1. Materials, methods and chromosome number in 14 species of the Hesperiidae. 
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species individuals method locality no. of chromosomes references 
(no. cells observed) 
VL OK e Mr i udi 5P Crozier Fukushima Pref. G (2n) 62 (24) 


Pyrgus maculatus 


xcv wg 12A Crozier 
Erynnis montanus 4P 

キバ ネ セ セリ 6A Crozier 
Bibasis aquilina chrysaeglia 1P 

コチ ャ パネ セセリ 3A Paraffin* 
Thoressa varia 2P Crozier 
スジ グロ チャ バネ セセリ 12A Crozier 
Thymelicus leoninus 

へ ヘリ グロ チャ バネ セセリ 16A Crozier 
Thymelicus sylvaticus 

アカ セセリ 4A Paraffin* 
Hesperia florinda IL, 2P Crozier 
コキ マダ ラフ ラ セセリ 11A Paraffin* 


Ochlodes sylvanus sylvanus 2A Crozier 


ヒメ キマ ダラ セセリ 2A Paraffin* 
Ochlodes ochraceus 6A Crozier 
キマ ダラ セセリ 6A Crozier 
Potanthus flavus 

ネッ タイ アカ セセリ 2A Paraffin* 
Telicota colon stinga 

タケ アカ セセリ 1A Crozier 
Telicota ohara formosana 

オオ チャ バネ セセリ 1P Paraffin* 
Polytremis pellucida 8P** IL Crozier 


a UE qe 
Pelopidas jansonis 


12A Crozier 


Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


MI (n) 31 (21) 
M2 (n) 31 (6) 
G (2n) 62 (15) 
MI (n) 31 (56) 
M2 (n) 31Q) 
G (2n) 62 (16) 
MI (n) 31 (3) 
M2 (n) 31 (2) 
G (2n) 62 (63) 
MI (n) 31 (22) 
M2 (n) 31 (11) 


MI (n) 9 (113) 
M2 (n) 9 (18) 
G (2n) 20 (64) 
MI (n) 10 (12) 
M2 (n) 10 (3) 


Yamanashi Pref. G (2n) 56 (14) 


Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


Is. Iriomote 
Okinawa Pref. 
Japan 

Mt Kantozan 
Taiwan 


Aomori Pref. 
Japan 


Aomori Pref. 
Japan 


MI (n) 28 (26) 
M2 (n) 28 (6) 
G (2n) 58 (11) 
MI (n) 29 (8) 
M2 (n) 29 (3) 
G (2n) 58 (21) 
M1 (n) 29 (5) 
M2 (n) 29 (26) 
G (2n) 58 (28) 
MI (n) 29 (12) 
M2 (n) 29 (8) 
MI (n) 29 (5) 





G (2n) 58 (8) 
MI (n) 29 (28) 
M2 (n) 29 (6) 


G (2n) 32 Q2) 
M1 (n) 16 (36) 
M2 (n) 16 (8) 





G (2n) 18 (>100) 


G (2n) 32, 33*** 
MI (n) 16, 17, 18*** 
M2 (n) 16, 17*** 


n, 31, Maeki (1953) 


n, 29, Maeki (1953, 
1960) 





n, 31, Maeki (1958) 


n, 29, Federley 
(1938); Lorković 
(1941) 

n, 24, Maeki & 
Remington (1960) 


n, 16, Maeki (1960) 





*Paraffin section. 
**Somatic mitosis of female. 
***For number of cells observed, see text. 


G 0 2n, 62 は 新しい 知見 で ある . 


3. キ バネ セセリ Bibasis aquilina chrysaeglia (Butler) 


G で は 大 型 2, 小型 4.6 が 区 別 で き , 残る 柴 色 体 の 大 き さ る に は 連続 的 な 差 が ある . RU CE 7H 
状 で 2n, 62 (Fig. 8) で ある . M1, M2 は 良好 な 分 像 像 が 得 ら れ な か っ た が , 2 箇所 に 重なり は ある が M2 か ん 
31 (Fig. 9) を 示す . Maeki (1953) (2 に よる ヵ 29 の 報告 が あり , 本 報告 と 異な る . 





4. コ チャ バネ セセリ Thoressa varia (Murray) 








G の 2n の 染色 体 は 点 状 また は 球状 の 染色 体 か ら な り , 大 型 2 個 (矢印 ) を 含み , 2n, 62 (Fig. 10) で ある . 
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Figs 1-4. Chromosomes of Pyrgus maculatus. 1. Spermatogonium 2n, 62. 2. First division n, 31. 
3. Second division n, 31. 4. Spermatogonium pro-metaphase 2n, 62. 
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Fig. 5. Temporary karyotype of Pyrgus maculatus. 


残る 60 個 の 柴 色 体 は . ほ は ば 大 きる が 揃っ て お り , MI (Fig. 10), M2 で は ヵ , 31 で ある (Fig. 11).G に お ける 
大 型 2 個 の 対 合 に よっ て 出来 る と 思わ れる 大 型 1 個 (矢印 ) を 含む . 2 ヵ , 62 は 新しい 知見 で あり , n, 31, 
M1, M2 は Macki (1953) と 一 致す る . 








5. スジ グロ チャ バネ セセリ Thymelicus leoninus (Butler) 


G に お ける 2z の 染色体 は 分 像 前 中 期 で は 細長 く , 中 期 で も 短 棒状 に 近い . 2n, 18 (Fig. 12) で ある . この 
うち 大 き さ で 3 番目 に 当る DS, 先端 部 に 2 次 狭 窪 様 の 構造 を 持つ (短い バー で 示す ). 更に 小型 椿 円 
状 の 1 対 ( 矢 印 ) が 区 別 で きる . MI (Fig. 13), M2 (Fig. 14) で は , 小型 の 1 個 が 区 別 で き ヵ 9 で ある . 





6. ヘ リグ ロナ チャ バネ セセリ Thymelicus sylvaticus (Bremer) 


本 種 の G で は 2 次 狭 浴 の よう に 見 える 構造 を 持つ 紫色 体 は 大 き さ で 2 番目 に 当る (Fig. 15; 短い バー 
TRP). また 点 状 に 近い 小型 の 1 対 (Fig. 15; 矢印 ) を 含み , 2n, 20 で あり , 前 種 と は か な り 異 な る が , 


細長 い 上 染色 体 を 含む 点 で 前 種 と 共通 する . MI (Fig. 16), M2 (Fig. 17) は ,G に お ける 矢印 で 示 し た 小さ い 
1 対 の 対 合 に よる と 思わ れる 小型 の 1 個 (矢印 ) を 含み ヵ 10 で ある . 


7. ア カセ セリ Hesperia florinda (Butler) 


送ら れ て きた 生き た 4 成虫 で 観察 し た 結果 と 飼育 し て 得 られ た 材料 か ら 観 察 き れ た 結果 が 同じ で あ 
る . この 断り を 述べ る の は 飼育 し た 材料 の 中 に は 産卵 され た 卵 が 敵 化 し , その 年 の 冬 も 屋内 飼育 し, R 
冬 し な いま ま 冬 季 中 に 由 に な っ た 個体 が あっ た が , 使用 し た 結果 に 人 為 的 な 差異 が な か っ た こと を 記 
す た め で ある . 


G (Fig. 18) で は 大 型 の 1 対 (矢印 ) が 確認 で き , 以下 大 き さ が 連続 的 に 変わ る 54 個 . いずれ も 点 状 又は 棒 
円 状 の 染色 体 か ら な る 2 ヵ , 56 で ある . クロ ー ジ ア 法 に よる MI (Fig. 19), パラ フィ ン 切 片 法 に よる MI 
(Fig. 20) を 示す が 大 型 の 1 個 は どちら の 方 法 で も 区 別 出来 る . この 特に 大 型 の 1 個 の 他 に 次 に 大 きい 系 
色 体 を 認め る が , その 数 を 特定 で き な か っ た . M2 (Fig. 21) も 同様 で 一 番 大 きい 楽 色 体 (矢印 ) は 必ず 同 
定 出 来る . ヵ 28 M1, M2 で ある . 


























8. コ キマ ダラ セセリ Ochlodes sylvanus sylvanus (Esper) 


G に よる 2z の 上 楽 色 体 は 点 状 又 は 椿 円 状 で 特に 目立っ た マー カー は 区 別 で き な い . 染色 体 数 は 2n, 58 
(Fig. 22) で ある . し か し 構成 する 各 染 色 体 は 大 き さ に 連続 的 な 違い が ある .MI1 (Fig. 23), M2 (Fig. 24) と 
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Figs 6-17. Chromosomes of some hesperiids. 6-7. Erynnis montanus. 6. Spermatogonium 2n, 62. 
7. First division n, 31. 8-9. Bibasis aquiline, spermatogonium 2n, 62. 10-11. Thoressa 
varia. 10. Spermatogonium 2n, 62. 11. first division n, 31. 12-14. Thymelicus leoninus. 
12. Spermatogonium 2n, 18. 13. First division n, 9. 14. Second division n, 9. 15-17. T. 
sylvaticus. 15. Spermatogonium 2n, 20. 16. First division n, 10. 17. Second division n, 10. 
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Figs 18-27. Chromosomes of some hesperiids. 18-21. Hesperia florinda. 18. Spermatogonium 
2n, 56. 19. First division n, 28. 20. First division n, 28, paraffin section. 21. Second divi- 
sion n, 28. 22-24. Ochlodes sylvanus. 22. Spermatogonium 2n, 58. 23. First division n, 
29, paraffin section. 24. Second division n, 29. 25-27. Ochlodes ochraceus. 25-26. 
Spermatogonium 2n, 58. 27. Second division n, 29. 
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Figs 28-33. Chromosomes of some hesperiids. 28-30. Potathus flavus. 28. Spermatogonium 2n, 
58. 29. First division n, 29. 30. Second division n, 29. 31. Telicota colon, first division n, 
29. 32-33. T. ohara. 32. Spermatogonium 2n, 58. 33. First division n, 29. 


も 大 きき さ の 異な る 点 状 染色 体 か ら な り ヵ 29 で ある . ヵ に お ける 柴 色 体 に つい て は Federley (1938) 2 (1, 
ID, $ (I, ID, Lorkovic (1941) n, 29 の 報告 と 一 致す る . 2n, 58 は 新しい 知見 で ある . M1 は パラ フィ ン 切 片 
UT SG TIL. 


9. ヒ メキ マダ ラ セ セ リ Ochlodes ochraceus (Bremer) 


G, 2n の 染色 体 は 良好 な 分 裂 像 が 無い . 大 型 と 思わ れる 1 対 (太い 矢印 ), 小型 と 思わ れる 1 対 (短い バ 
—) を 認め る が 著しい も の で は な い (Figs 25-26). 2 ヵ , 58 で ある . M1 で も 大 1, 小 1 が 辛うじて 認め られ , 
M2 は 大 型 (矢印 ), 小型 (短い バー) 各 1 を 含む ヵ 29 (Fig. 27) で ある . 














Maeki & Remington (1960) は ヵ 24 ⑦I と 報告 し て いる が , 本 結果 と は 異な っ て いる . し た が っ て 2n, 58; 
n, 29 は 新しい 知見 に 当る . 


10. キ マダ ラ セ セ リ Potanthus flavus (Murray) 





G の 染色 体 は 良好 な 分 像 像 が な く , 多少 核 板 は 変形 し て いる が 染色 体 の 重なり が 少な い 分 負 像 を 示す 
(Fig. 28). 小型 の 1 対 (短い バー) が 区 別 出来 , 27, 58 で ある . M1 で は 大 型 の 1 個 を 区 別 で きる 細胞 が 多い 
が 特に 著しい も の で は な い . 又 小型 の 1 個 (短い バー) も 確認 で きる (Fig. 29). M2 で は 大 型 1, 小型 1 は 
区 別 で きる よう に 思わ れる が 特に 著しい も の で は な い (Fig. 30). いずれ も ヵ 29 で ある . 本 種 に つい て は 
他 に 報告 の 例 が な い . , 








11. ネ ッ タ イア カセ セリ Telicota colon stinga Evans 


1958 年 8 月 30 H, 西表 島 大 原 で 得 ら れ た 1 と, 2000 年 8 月 15 日 同 所 で 得 ら れ た 1 の パラ フィ ン 法 
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Figs 34-44. Chromosomes of some hesperiids. 34-41. Polytremis pellucida. 34. Spermatogonium 
2n, 32. 35. Spermatogonium 2n, 33. 36. Somatic mitosis of female 2n, 32. 37. First divi- 
sion n, 16. 38. First division n, 17. 39. First division n, 18. 40. Second division n, 16. 41. 
second division n, 17. 42-44. Pelopidas jansonis. 42. Spermatogonium 2n, 32. 43. First 
division n, 16. 44. Second division n, 16, 2 cells. 


に よる 調査 .M1 Tn, 29 (Fig. 31) で ある . M2 も n, 29 で ある が 核 板 が 小さ く 写 真 で 示す こと が 出来 な か 
っ た . 各 染 色 体 の 大 き さ の 差 は ある が 連続 的 で 大 き さ を クラ ス 分 け 出来 な か っ た . 本 種 に つい て も 新 し 
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い 知 見 で ある . 
12. タ ケア カセ セリ Telicota ohara formosana Fruhstorfer 


1995 年 8 月 に 台湾 , 台中 州 関 力 山 で 得 た 老 熟 幼虫 が 現地 で 羽化 し . その 成虫 1 の を 用 いた .G で は 2 ヵ 
58 (Fig. 32) T, 各 上 染色体 の サイ ズ ( り 差 が な い . 染色 体 数 の 確認 に 最も 良い 核 型 を 示し た の で 分 笛 
像 は 変形 し て いる . MI (Fig. 33), M2 共に ヵ 29 で ある . M2 は 側面 観 ば か り で 写真 に 示せ な か っ た . 成虫 
の 形態 か ら 本 種 と 同定 き さ れ た が 幼虫 ! x ネ 科 の 植物 を 食し て いた . 本 種 も 初め て の 報告 で ある . 


13. オ オチ ャ バネ セセリ Polytremis pellucida (Murray) 


お ける 2 ヵ の 染色 体 は 短 棒 状 又は 椿 円 状 の 大 型 水 色 体 28 本 と 点 状 で 1 番 小さ い 1 対 (KE, それ 
1 os し 大 型 点 状 の 1 対 (23 —) 2^ 67 5 2n, 32 (Fig. 34) と , お そら く 点 状 で 1 番 小 さい 染色 体 
(矢印 ) が 3 個 で 2 ヵ , 32 よ り も 1 個 多く 持っ た 27, 33 (Fig. 35) と が 認め られ た . また 1 例 だ け で ある が , WE 
脳神経 節 の 細胞 で 2 ヵ , 32 (Fig. 36) (ZW を 含む と 思わ れる ) が 観察 され た . し か し G に お ける 2n, 32 (ZZ 
と 考え られ る ) と の 人 違い は 不明 で ある . 


2n, 32 の 個体 に お ける MI は ヵ 16 (Fig. 37) と ヵ 17 (Fig. 38) が あり , ヵ 16 で は 1 番 小 さい 1 個 (矢印 ) と 
少し 大 きい 1 個 (短い バー) を 含む . ヵ V は 特に 小型 で 対 に な っ て いな い 2 個 (短い バー) と それ より 大 
きい 対 合 し て いる 1 個 (矢印 ) を 含む . 


2 ヵ , 33 に お ける M1 は ヵ , 17 E n, 182845 0 , n, 17 In, 16 に 不 対 の 小型 1 個 が 含ま れ , n, 18 は 対 を な し た 
小型 2 個 (矢印 と 短い バー) と 不 対 の 小型 1 個 を 含む (Fig. 39). M2 は 側面 観 が 多く 写真 で 示す こと が 難 
し い が ヵ 16 (Fig. 40), n, 17 (Fig. 41), n, 18 が 観察 され た . 観察 細胞 数 は Table 1 で は 示せ な い の で 以下 に 
示す (括弧 内 は 細胞 数 ). 2n, 32 G (23), n, 16 MI (87), n, 16 M2 (12), n, 17 M1 (3); 2n, 33 G (15), n, 17 MI 
(43), n, 17 M2 (16), n, 18 MI (6). 






































本 種 に つい て は Maeki & Remington (1960) の 報告 が あり , ヵ 16 ^ (D と な っ て いる . 
14. ミ ヤマ チャ バネ セセリ Pelopidas jansonis (Butler) 


G の 染色 体 (Fig. 42) は 前 種 と ほとん ど 同 じ で , 2n, 32 で ある . 小型 の 2 対 4 本 も 区 別 で きる . MI n, 16 
(Fig. 43), M2 (Fig. 44) で ある が , 1 番 小 さい 1 個 は 確認 で きる が 次 に 小さ い 1 個 は 亜 鈴 状 を な し て M1 で 
は 確認 し に くい .1 番 小さ いも の を 除い て は 大 き さ の 人 違い が 連続 的 で , 2 番目 に 小さ いも の と 3 番目 に 小 
さい も の と の 差 が 大 きく な い 点 で 前 種 と 核 弄 の 差 が ある と 思わ れる . 本 種 に つい て も 今 ま で の 報告 は 
な い . 





考察 


以上 の 結果 か ら , [E] で 示し た 染色 体 数 の グル ー プ ご と に 今回 調べ た セセリ チョ ウ 各 種 を あげ る と , 


1. n, 31; n, 30 Qn, 62; 2n, 60) の グル ー プ 
チャ マダ ラ セ セ リ , ミヤ マセ セリ , コチ ャ バネ セセリ , キバ ネ セ セリ 
2. n,29; n, 28 (2n, 58; 2n, 56) の グル ー プ 
コキ マダ ラ セ セ ヤセ リ , ヒ メキ マダ ラ セ セ モリ 。 キ マダ ラ セ も セリ, アカ セセリ ,. ネ ッ タ イア カヤ セ セリ, タケ グ ケア 
カセ セリ 
3. n, 16: n, 15 Qn, 32; 2n, 30) の グル ー プ 
オオ チャ バネ セセリ , ミ ヤマ チャ バネ セセリ 
4. n,106;n,9 Qn, 20; 2n, 18) の グル ー プ 
ヘリ グロ チャ バネ セセリ , スジ グロ チャ バネ セセリ 
5. n 240 6 0 
6. n, 50 の も の 


に 分 ける こと が 出来 る . 


[He] d e ZZ n, 10, 9 (2n, 20, 18) の グル ー プ が 加わ っ た こと に な る . これ ら の グル ー 
pA それ ぞ れ HAA BIA RARA, 31 よ り 菜 色 体 数 を 減少 する 方 向 へ 進化 し た と すれ ば , 
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必ず し ゃ 系 統 分 化 を 反映 し て いる と は いえ な い が グ ルー プ 内 に お ける 近 緑 関係 は か な り 明 解 で ある . 


特に 興味 深い の は , コチ ャ バネ セセリ , スジ グロ チャ バネ セセリ , へ ヘリ グロ チャ バネ セセリ の 位置 で 
あり , 現在 考え られ る 系 統 関係 と は 異な っ て いる . 


ミヤ マセ セリ は Maeki (1953) に より ヵ , 31 と 報告 され , 今回 の 結果 と 一 致す る . 2 ヵ , 62 も ヵ 31 を 支持 する 
結果 で ある . チャ マダ ラ セ セ リ 亜 科 で は Achalarus toxus n, 16 4 (I, IT) Maeki & Remigton (1960), Pyrgus 
alveus n, 24 ¢ (1, ID, $ (I) Federley (1938), Lorkovic (1941) の 他 は , 本 報告 の チャ マダ ラ セ セ リ , ミヤ マ 
セセリ , ダイ ミ ョ ウ セ セリ Daimio tethys, n, 30 (Maeki, 1953) を 含め ヵ 30 又は 31 (2n, 60, 62) で ある こと 
か ら 最 頻 染 色 体 数 は 30,31 で ある . 


キバ ネ セ セリ に つい て は , Maeki (1953), Maeki & Remington (1960) (2.0 ,29 2 (D) と 報告 され て いる 
が , 本 調査 結果 , 2n, 62, n, 31 と は 明らか に 異な る . ア オバ セセリ Choaspes benjaminii n, 31 4 (I) Maeki 
(1953); n, 31 4 (I, II) Saitoh et al. (1978) の 報告 が ある . Bibasis 属 , Choaspes 属 の 共通 染色 体 数 は , n, 31 
で も あり , 今 の と ころ 2 種 よ り 知 られ て いな い が , アオ バ セ セ リ 亜 科 の 共通 の 染色 体 数 に 当る か も し 
れ な い . 


コチ ャ バネ セセリ 2n, 62; n, 31 は Maeki (1958) に よる ヵ 31 と 一 致す る . 本 種 は Evans (1949) に よる と ホ 
シ チ ャ バネ セセリ 属 4eromachus と 同属 と 扱わ れ , 川副 ・ 若 林 (1976) も ホシ チャ バネ セセリ と 近 縁 と し 
て いる . 一 方 コチ ャ バネ セセリ 属 7 カ oreyyg を チャ バネ セセリ 属 Polopidas と 近 縁 と する 立場 も ある . 千 
葉 ほ か (2001) は ミト コン ドリ ア 由 来 の Ap5 領域 に お ける 塩基 配列 か ら は チャ バネ セセリ 属 に 近 縁 と 
報告 し て いる . Polopidas は 後述 の よう に 2n, 32,n, 16 で あり , コ チャ バネ セセリ の 2z, 62: n, 31 と は 大 差 
が あり , 朱 色 体 か ら は 近 縁 と は 考え を られ な い . ホ シ チ ャ バネ セセリ 属 の 染色 体調 査 が 待た れる . 


スジ グロ チャ バネ セセリ 属 Thymelicus 2 種 の 染色 体 は 特異 で ある . 染色 体 数 も セセリ チョ ウ 科 で これ ま 
で 報告 され た も の の 内 最も 少ない. スジ グロ チャ バネ セセリ 2z, 18 に は 小型 点 状 の 染色 体 が 含ま れ て 
居 な い .1 番 大 きい 1 対 と くびれ 様 の 構造 を 持つ 1 対 の 間 に 大 きき さ で 2 番目 の 柴 色 体 が ある . ヘリ グロ チ 
ャ バネ セセリ 2 ヵ , 20 で は くびれ 様 構造 を 持つ 紫色 体 は 2 番目 の 大 き さ で ある . スジ グロ チャ バネ セセリ 
の 1 か 2 番目 の 大 き さ の 染色 体 1 対 に 切断 が 起こ り , 点 状 1 対 を 含む 2 対 の 染色 体 を 生じ た , 又は その 逆 
方 向 に 変化 し た の か は 不明 で ある が , お そら く 両 種 間 で は 染色 体 の 再編 成 が 上 記 の よう に 分 か りや 
すい 形 で 起こ っ た も の で あろ うと 考え られ る . 


この よう な くびれ 様 構造 を 持つ 楽 色 体 に つい て は アオ スジ アゲ ハ Graphium sarpedon, Macki et al. 
(1990), キマ ダラ モドキ Kirinia fentoni, Saitoh et al. (1991) で 報告 され , Maeki et al. (1990) は 過剰 染色 体 
の 出現 に 関係 する と 推定 し て いる . し か し 本 調査 で は 2 種 と も に 過剰 染色 体 の 観察 は され て いな い . 
この 2 種 は 2 ヵ の 上 染色 体 に ひも 状 又は 短 棒 状 の 染色 体 を た くさ ん 合 む こと で も 特異 で あり , こう し た 
短 棒 状 の 上 染色 体 の 出現 は 染色 体 数 を 少な くし て いる 場合 に 見 られ る こと か ら , 染色 体 の 合 着 (Lesse, 
1969) と 考え られ て いる . 阿部 ほか (2004) は ウラ ミス ジ シ ジミ で 大 型 染色 体 は DNA の 多重 複 に よる 部 
分 が ある と 報告 し て いる . いずれ に し て も $ 両 種 は 同属 中 で も 染色 体 的 に 近 縁 で あり , SEXO UE tS HR 
型 の 進化 を 調べ る 上 で 重要 な 種 で ある と 考え られ る . Thymelicus 属 で は 他 に カラ フト セセリ ア lineola 
n, 29 4 (D, $ (I) Federley (1938) の 報告 が あり , スジ グロ チャ バネ セセリ , ヘリ グロ チャ バネ セセリ と は 
異な っ て いる . Thymelicus 属 は 一 般 に 次 の Ochlodes 近 緑 と し て 扱わ れ , T. lineola n, 29 は その 根拠 と きれ 
る . し か し スジ グロ チャ バネ セセリ , ヘリ グロ チャ バネ セセリ の 2 種 に つい て は その 大 型 短 棒状 の 染 
色 体 の 成因 が 明らか に な ら な い 限 り 種 分 化 の ナゾ は 明らか に 出来 な い . 各種 バン ド 楽 色 体 や DNA 塩 
基 配 列 の 究明 な ど 更 に 詳し い 調査 を 望む も の で ある . 


アカ セセリ の 2 ヵ , 56; n, 28 は セセリ チョ ウ 科 の 染色 体 数 と し て 初め て の も の で ある . 2n, 56 に 含ま れ 
る 大 型 2 個 は 互い に 相同 で あり , M1 で は 対 合 し て ヵ 28 の うち の 大 型 1 個 を 形成 する . Maeki & 
Remington (1960) は Ochlodes sylvanoides n, 29 に 2 個 の 大 型 染 色 体 が 含ま れ て いる こと に つい て ., 7 ヵ , 31 
か ら 2 つ の 柴 色 体 が 融合 し て 1 つの 大 型 染 色 体 に な る こと が (2 回 ) 生じ し た の で は な いか と 考察 し て い 
る . ア カセ セリ の ヵ ,.28 に つい て も ヵ 29 より 融 合 に より 大 型 1 個 を 生じ , ヵ 28 に な っ た と 考え る こと が 
出来 る . alti n, 29 の も の に つい て ヵ 28 の 大 型 1 個 が 2 個 に 分 か れ た 結果 と 考え る こと も 出来 る が , 
Ochlodes の 他 の 2 種 , 近似 と 思わ れる Patanthus, Teliocta Z ElXn, 29 で あり , より 普遍 的 な ヵ 29 が 原 
型 に 近い と 考え を られ る こと か ら ヵ 29 か ら ヵ 28 へ と 進化 し た と 考え て いる . し た が っ て ヵ 31, 30, 29, 28 
は , より 減少 する 方 向 で の 系 統 進化 と 考え られ よう . また ヵ 29 の 種 は , コロ キマ ダラ セセリ , 2 ヵ , 58, 
29, ヒメ キマ ダラ セセリ ,2n, 58, ヵ 29 キマ ダラ セセリ , 2z, 58, ヵ 20. ネッ タイ アカ セセリ , ヵ 29. タ ケア 
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カセ セリ , 2 ヵ , 58, n, 29 の 5 種 で あり , し か も 小型 の 染色 体 を 1 個 含む 共通 点 も あり 互い に 近 縁 で あろ う 
と 思わ れる が , ヒメ キマ ダラ セセリ は 特に 大 型 が 2z ヵ で 2, ヵ で 1 個 含 まれ る こと か ら 、 こ の 5$ 種 の 中 で 
は 少し 離れ て いる と 解す る こと も 出来 る . 


オオ チャ バネ セセリ は , チ ャ バネ セセリ と 共に ヵ 16, Maeki & Remington (1960) と 報告 きれ て いる . 本 調 
査 で は 2 ヵ , 32.33 が あり , ヵ の 数 に も 対 合 の ケー ス に より 下記 の 変異 が ある . 


常に 対 合 する も の 小さき い 2 個 不 対 








2n,32 MI 30 4f] — 15 個 2 4] — 14] — n, 16 
ditto ditto 対 合せ ず 2 個 — n, 17 
2n,33 MI ditto 2 個 ->1 個 1 個 n, 17 
ditto ditto 対 合せ ず 2 個 1 個 n, 18 








2n, 32 で は M1 On, 16 (Fig. 37, 全て が 対 合 し て いる ) で は 1 番 小 さい 1 対 に よる 小さ いい 染色体 (矢印) と , 
次 に 小さ い 1 対 の 対 合 に よる それ より 少し 大 きい 1 個 を 含む . ヵ 16, 17, 18 に つい て , 模式 図 (Figs 45a- 
D を 参考 と し て 示し た . 


ゃ の 染色 体 は 1 細胞 の み で あり ,ZW の 可能 性 は ある が , ZO で な いこ と を 示す に 止め る . 


ミヤ マチ ャ バネ セセリ 2, 32 の 核 型 構 成 は 前 種 と 良く 似る が 1 番 小さ い 1 対 , 次 に 小さ い 1 対 , それ よ 
り は 大 きい が 他 に 比べ て 小さ い 1 対 と , 小型 に 属す る 3 対 が 区 別 で きる 点 で 前 種 と 異な る . MI, M2, n, 
16 に お いて も 小型 の 3 個 が 区 別 で きる . 
































近 縁 の イチ モン ジ セ セリ ヵ , 16 Maeki (1953) を 含め いずれ も ヵ , 16 (オオ チャ バネ セセリ ァ ヵ 。 17 も ある 
が ) で あり , 互い に 近 縁 で も る こと を 示す . オ オチ ャ バネ セセリ , ミ ヤマ チャ バネ セセリ の 染色 体 は 棒状 
また は 椿 円 状 の 柴 色 体 を 含む 点 で , 柴 色 体 数 は 大 きく か け 離 れ て いる が , ヘリ グロ チャ バネ セセリ , A 
ジグ ロ チ ャ バネ セセリ と 共通 性 を 持ち , 点 状 染色 体 ば か りか ら な る 他 の セセリ チョ ウ よ り は 近 緑 と 考 
える こと も で きる .Maeki & Remington (1960) に よる イチ モン ジ セ セリ , チ ャ バネ セセリ の 報告 に つい 
て は , 残念 な が ら ヵ の 染色 体 数 の み 示 され て いて , 核 型 に 関す る デー タ は な い . し か し オオ チャ バネ セ 
セリ を 除く イチ モン ジ セ セリ , チャ バネ セセリ , ミ ヤマ チャ バネ セセリ は スス キ な どの イネ 科 の 草本 を 
食餌 植物 と する . オオ チャ バネ セセリ は , 47,9 *BRLL 食性 の 上 で も 異な っ て お り , 前 の 3 種 と 
異な っ て 異 数 性 を 有 し て いる 点 に ゃ 注目 し た い . 


染色 体 数 別に 種 を あげ て みた と き , セセリ チョ ウ 科 で は 染色 体 数 で も 分 類 種 群 を 反映 し て いる らし い 
こと に 気付 く . 


セセリ チョ ウ 類 の 染色体 観察 は 成虫 を 用 いた 場合 非常 に 難し い . 今 調査 で は , へ リグ ロ チ ャ バネ セセリ 
は 青森 県 各地 産 136 マ 中 , 1 細胞 で も 染色 体 観察 が 出来 た 個体 は 16 プ で あっ た . 観察 が 難し い の で 研 
究 が 遅れ て いる グル ー プ で ある が , 蝶 類 の 中 で は 核 型 に 特徴 的 な 差 が あり , 核 型 進化 と 系 統 分 化 の 手 掛 
か り が 得 ら れる 可能 性 の 高い 材料 で ある . 今後 の 研究 に 期待 する も の で ある ,. 















































22,2 € € 00 e 9 o0 233 0 9 000 0 9 6996 


(Y L4 Wd — d 


M 6 e ゆみ es © eo © eos 
15 16 15 16 17 15 16 17 15 16 17 18 
a n, 16 b 17 C n, 17 d n, 18 


Fig. 45. Supposed processes showing the chromosome number variation caused by chromosome 
sex-bivarent. a: 2n, 32 to n, 16; b: 2n, 32 to n, 17; c: 2n, 33 to n, 17; d: 2n, 33 to n, 18. 
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Summary 


Male germ-line chromosomes were examined in the following hesperiids, and chromosome numbers were as 
follows: Pyrgus maculatus 2n, 62; n, 31, Erynnis montanus 2n, 62; Bibasis aquilina 2n, 60; Thoressa varia 
2n, 62; Thymelicus leoninus 2n, 18; n, 9; Thymelicus sylvaticus 2n, 20; n, 10; Hesperia florinda 2n, 56; n, 28; 
Ochlodes sylvanus 2n, 58; Ochlodes ochraceus 2n, 58; n, 29; Potanthus flavus 2n, 58; n, 29; Telicota colon n, 
29; Telicota ohara 2n, 58; n, 29; Polytremis pellucida 2n, 32, 33; n, 16, 17, 18 (M1); 16, 17 (M2); and 
Pelopidas jansonis 2n, 32; n, 16. Among these species, chromosome numbers of Thymelicus leoninus, T. syl- 
vaticus, Hesperia florinda, Potanthus flavus, Telicota colon, T. ohara, Pelopidas jansonis and Pyrgus macula- 
tus were reported for the first time. Based on the chromosome number, the Hesperiidae are divided into six 
groups including a new one (n, 10, 9) discovered in this study, and the examined fourteen species fell into the 
four groups. The n, 31, 30 group: Erynnis montanus, Pyrgus maculates (Pyrginae), Bibasis aquilina 
(Coeliadinae), Thoressa varia (Hesperiinae, the Aeromachus group). The n, 29, 29 group: Hesperia florinda, 
Ochlodes sylvanus, O. ochraceus (Hesperiinae, the Hesperia group), Potanthus flavus, Telicota colon, T. 
ohara (Hesperiinae, the Potanthus group). The n, 16, 15 group: Polytremis pellucida, Pelopidas jansonis 
(Hesperiinae, the Polytremis group). The n, 10, 9 group: Thymelicus leoninus, T. sylvaticus (Hesperiinae, the 
Hesperia group). 
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